
 近年、局地的な集中豪雨が多く発生し、山地災害が激甚化する傾向があります。
森林作業道が崩れ、その後の施業や森林管理に支障をきたすケースも見られます。

 森林が国土と自然環境の根幹であることを認識し、人々が森林の発揮する
多面的機能の恩恵を享受できることが重要です。

 森林施業に関わる全ての関係者は、森林・国土づくりに関わっているという
自負を持ち、安全・安心な森林作業道づくり、木材の搬出を実践しましょう。

 林野庁では、森林作業道について適切な作設による安全性の確保を図るため、
「森林作業道作設指針」を定めています。
 また、集材路を含む搬出方法についても「主伐時における伐採・搬出指針」を
定めています。　

（令和３年 4月改正）
（令和３年 4月策定）

あなたが作設しようとする作業道等

その内容で大丈夫ですか？

森林作業道作設指針 主伐時における
伐採搬出指針

森林作業道とは・・・
間伐等による木材の集材・搬出、主伐後の再造
林等の森林整備に継続的に用いられる道であり、
作設費用を抑えて経済性を確保しつつも、繰返
しの使用に耐えるよう丈夫なものを言います。

集材路とは・・・
立木の伐採、搬出等のために林業機械等が一時
的に走行することを目的として作設される仮施
設を言います。（森林整備や木材の搬出のために
継続的に用いる道は森林作業道として区別）

森林作業道を作設する上で考慮すべき最低限の
事項を目安として示したものです。
森林作業道の技術は地域の地形・地質や気象条
件等を踏まえ、近隣の施工事例を参考としたり、
十分な経験を有する人から技術的指導を受ける
ことも重要です。

林業経営体等が主伐時における立木の伐採・搬
出に当たって考慮すべき最低限の事項を示した
ものです。
主伐時における、林地保全に配慮した集材路・
土場の配置・作設や、盛土・切土、生物多様性
の配慮事項等について記載されています。

裏面は、キリトリ線に沿って切り、折り畳むと、「森林作業道作設者心得」の小冊子になります。
森林作業道作設指針のエッセンスを載せていますので、TBMの場などで是非ご活用下さい。
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